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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年9月8日(2016.9.8)

【公開番号】特開2016-135881(P2016-135881A)
【公開日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-045
【出願番号】特願2016-37847(P2016-37847)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/67     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/61     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/66     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/59     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/80     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/64     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/62     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/67     ＣＰＦ　
   Ｃ０９Ｋ   11/61     ＣＰＣ　
   Ｃ０９Ｋ   11/66     ＣＱＤ　
   Ｃ０９Ｋ   11/59     ＣＰＰ　
   Ｃ０９Ｋ   11/80     ＣＱＨ　
   Ｃ０９Ｋ   11/64     ＣＰＲ　
   Ｃ０９Ｋ   11/62     　　　　
   Ｈ０１Ｌ   33/00     ４１０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月1日(2016.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｍｎで付活され、Ｋ、Ｍ（ただし、Ｋはカリウム、ＭはＴｉ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｓｉ、Ｇｅ
及びＳｎからなる群より選択される少なくとも１種の元素である。）を含む組成を有し、
ＭおよびＭｎの合計に対するＭｎのモル比が０．０３０以下であり、
　蛍光体粒子の内部領域よりもＭｎのモル濃度が低い表面領域を有し、前記表面領域にお
けるＭｎのモル濃度が前記内部領域におけるＭｎのモル濃度に対して３０％以下であるフ
ッ化物蛍光体。
【請求項２】
　請求項１に記載のフッ化物蛍光体であって、
　前記組成がＫ2[Ｍ1-aＭｎ4+

aＦ6]（ただし、ＭはＴｉ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｓｉ、Ｇｅ及びＳ
ｎから選ばれる少なくとも１種であり、ａは０＜ａ≦０．０３０である。）で示されるフ
ッ化物蛍光体。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のフッ化物蛍光体であって、
　前記Ｍは、Ｓｉ、又はＳｉ及びＧｅであるフッ化物蛍光体。
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【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のフッ化物蛍光体であって、
　前記内部領域ではＭｎのモル濃度が略均一であり、前記表面領域においては、Ｍｎのモ
ル濃度を蛍光体粒子の表面に近づくほど低くしてなるフッ化物蛍光体。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のフッ化物蛍光体であって、
　前記表面領域に存在するＭｎのモル濃度が、前記内部領域のＭｎモル濃度の０．５％以
上３０％以下であるフッ化物蛍光体。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のフッ化物蛍光体であって、
　前記表面領域の厚さは、前記フッ化物蛍光体の平均粒径の１／２０～１／５０であるフ
ッ化物蛍光体。
【請求項７】
　可視光の短波長側の光を発する光源と、
　前記光源からの光を吸収して赤色に発光可能な請求項１～６のいずれか一項に記載のフ
ッ化物蛍光体と、
　（Ｃａ，Ｓｒ，Ｂａ）2ＳｉＯ4：Ｅｕ、（Ｙ，Ｇｄ）3（Ｇａ，Ａｌ）5Ｏ12：Ｃｅ、（
Ｓｉ，Ａｌ）6（Ｏ，Ｎ）8：Ｅｕ、ＳｒＧａ2Ｓ4：Ｅｕ、（Ｃａ，Ｓｒ）2Ｓｉ5Ｎ8：Ｅ
ｕ、ＣａＡｌＳｉＮ3：Ｅｕ、（Ｃａ，Ｓｒ）ＡｌＳｉＮ3：Ｅｕから選択された少なくと
も１種の蛍光体を有する発光装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一形態に係るフッ化物蛍光体によれば、Ｍｎで付活され、Ｋ、Ｍ（ただし、Ｋ
はカリウム、ＭはＴｉ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｓｉ、Ｇｅ及びＳｎからなる群より選択される少な
くとも１種の元素である。）を含む組成を有し、ＭおよびＭｎの合計に対するＭｎのモル
比が０．０３０以下であり、蛍光体粒子の内部領域よりもＭｎのモル濃度が低い表面領域
を有し、前記表面領域におけるＭｎのモル濃度が前記内部領域におけるＭｎのモル濃度に
対して３０％以下である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、他の形態に係るフッ化物蛍光体によれば、前記フッ化物蛍光体を、蛍光体量の１
～５倍量の純水中に投入して蛍光体粒子表面を溶解させた際のＭｎ溶出量が、０．０５～
３ｐｐｍの範囲である。


	header
	written-amendment

